
山木屋地区復興拠点商業施設小売店運営業務委託仕様書

　川俣町（以下「甲」という。）が受託者に委託する、山木屋地区復興拠点商業施設小売店運営業務（以下「業務」という。）は、この仕様書に基づき実施するものとする。以下、山木屋地区復興拠点商業施設は「とんやの郷」という。

１　業務名　　　　とんやの郷小売店運営業務

２　業務の目的
[bookmark: _GoBack]　　業務場所において、主に川俣町山木屋地区の帰還住民の生活基盤を確保するため、日用雑貨、食料品及び飲料水等の販売を行う。業務の具体的手順については、乙の裁量によるものとする（具体的手順の例：商品の仕入れ、販売、商品及び金銭管理、業務場所の衛生管理　等）。甲から手順の変更及び追加の指示があった際は、誠意をもってこれに応じること。
　　この業務は、山木屋地区の復興および帰還者の生活利便性の向上を目的として設置された「とんやの郷」の拠点機能の一つであり、生活商品の販売を通じて下記の３つの目的の達成を図る。
　　【３つの目的】
　　　・山木屋地区住民の交流のための施設
　　　・山木屋地区の交流人口・関係人口の拡大、にぎわい創出
　　　・持続可能な運営（例．効率的効果的な運営による費用縮減）

３　業務を行う場所
（１）名　称　　　　とんやの郷
（２）所在地　　　　川俣町山木屋字日向４０－１
（３）業務場所　　　施設内「小売店」
（４）施設の構造等
　　ア　構造：鉄骨造　平屋建て
　　イ　延床面積：９９．８４㎡
　　　　　　　　　（売場面積８０．５５㎡、倉庫面積１９．２９㎡）

４　基本条件
　（１）　乙は、本仕様に基づき、とんやの郷小売店（以下「小売店」という。）における「５　業務内容」に記載する業務を行うものとする。
　（２）　契約期間中（ただし、準備期間を除く。）の営業日は、以下を基本とし、乙の提案に基づき甲と乙とが協議の上決定するものとする。なお、施設設備の点検等、その他甲が休業日と指定する場合については、別途協議し決定するものとする。


[基本とする営業日]
・休業日を設ける場合は、発注者と協議のうえ設定する。
・１２月２９日から翌年１月３日までの間は休業日とする

　（３）　営業時間は下記を基本とし、乙の提案に基づき協議し決定するものとする。

[基本とする営業時間]
午前１０時から午後６時までとする。

　（４）　営業時間前後の小売店への入室方法については、別途指示する。
　（５）　提供商品及び提供価格の決定については、甲と協議し決定すること。また、提供商品及び提供価格を変更する場合は、事前に甲と協議し、承諾を得なければならない。
　（６）　食品衛生法に基づく営業許可の申請、その他法令が定める諸官庁への申請・届出等については、すべて乙において行うこと。
　（７）　施設・設備・調理用具等は毎日適切な時間に清掃、洗浄消毒及び保管を行い、清潔保持に努めること。
　（８）　作業衣等は毎日洗濯をし、清潔な衣服を着用すること。
　（９）　張り紙、看板等の表示又は掲示については、必ず甲の許可のもと行うこと。
　（10）　従業員の駐車場は、甲が指定する場所とする。
　（11）　本仕様書に定めのない事項については、甲と乙が協議し、誠意をもって実施すること。また、本仕様書のほか小売店を含むとんやの郷全体の管理に関しては、山木屋地区復興拠点商業施設の設置及び管理に関する条例及び同条例施行規則の規定によること。

５　業務内容
（１）小売店運営
　　甲が委託する業務は、小売店の運営であり、次に示す各事項を遵守すること。
①　業務責任者等
　　　　ア　甲の閉庁日及び閉庁時間を除き、業務開始前及び業務終了後、業務責任者は甲に業務開始及び業務完了の報告を行うこと。
　　　②　小売店の施設、設備及び調理用具等の管理
　　　　ア　甲は乙に対し、小売店の施設については無償で使用を許可し、次の設備及び什器等については無償で貸与するものとする。
(a)売場内
　　(ｱ)　陳列棚（Ｌ型什器、平台）　一式
　　(ｲ)　内蔵型ＨＯＴ＆ＣＯＬＤケース　一式
　　(ｳ)　内蔵型アイスショーケース　一式
　　(ｴ)　内蔵型催事ショーケース　一式
　　(ｵ)　内蔵型多段ショーケース　一式
　　(ｶ)　接客カウンター　一式
　　(ｷ)　レジ台　一式
　　(ｸ)　レジバック収納　一式
　　(ｹ)　買い物カゴ及びカゴ台車　一式
　　(ｺ)　その他甲が所有する物
(b)倉庫内
　　(ｱ)　中量棚（天地５段）　一式
　　(ｲ)　事務用備品（掲示板、テーブル、イス）　一式
　　(ｳ)　その他甲が所有する物
　　　　イ　小売店の施設及び設備の使用にあたっては、細心の注意を払って管理・使用し、故障・事故等が発生しないよう保守管理に努めること。また、乙の責に帰すべき理由による破損等については、乙の負担において原状に回復させるものとする。
　　　　ウ　退室時の火気・ガス・電気・水道及び戸締りの点検等の確認を行うこと。
　　　　エ　乙は、小売店の施設及び設備ならびに調理用具及び食器（以下「使用物件」という。）を本業務以外の用途に供してはならない。
　　　③　研修等
　　　　ア　業務従事者に対し、積極的に教育研修（例．接客マナー、商品管理等）等を行い、初任者に対しては業務に従事させる前に十分研修を行うこと。
　　　　イ　業務従事者に注意事項等を徹底させるため、朝礼等での業務確認を必ず行うこと。
　　　④　検査及び報告
　　　　　甲は、必要に応じて検査を行いまたは報告を求めることができる。この場合、乙は誠意をもってこれに応じること。
⑤　業務報告
　　　　ア　月次報告
乙は、毎月末までの業務に係る月次報告書を翌月２０日までに甲へ提出するものとする。
　　　　　(a) 月次報告書の記載事項
　　　　　　(ｱ) 月毎の仕入れ額
　　　　　　(ｲ) 月毎の売上額
　　　　　　(ｳ) 業務に係る運営経費
　　　　　　(ｴ) 利用者数
　　　　　　(ｵ) その他の特記事項

　　　　　(b) 添付資料
　　　　　　従業員出勤簿
イ　実績報告
乙は、月次報告をまとめた事業年度の実績報告書を下記のとおり契約期間終了後から１か月以内に甲へ提出するものとする。
　　　　　(a) 実績報告書の記載事項
　　　　　　(ｱ) 総仕入れ額
　　　　　　(ｲ) 総売上額
　　　　　　(ｳ) 業務に係る運営経費
　　　　　　(ｴ) 利用者数
　　　　　　(ｵ) その他の特記事項
　　　　　(b) 添付資料
　　　　　　別途、甲が指定するもの
⑥　秘密保持
　　　　　乙は、業務上知り得た秘密は、他に漏らしてはならない。

　（２）提案事業
乙が自主事業を提案した場合（以下「提案事業」という）、甲が「とんやの郷」の目的を実現するものと認めたときは、提案事業の業務内容を本事業に加えるものとし、提案事業を組み入れた内容を最終的な仕様書の内容とする。

６　経費
　　　　①　小売店の施設および設備の使用については無償とする。	Comment by 0079kohara@jmsinc.local: 要確認。
　　　　②　本業務において乙に利益が生じた場合、乙は甲に対し、「とんやの郷」の水道光熱費のうち乙使用分相当額を支払う。尚、水道費用は井戸水を汲み上げているため電気料に含むものとする。
　　　　　　乙が支払う電気料は、電気メーターにより確認できる利用分を基にとんやの郷の電気料を按分して算出する。
　　　　③　その他、乙が事業を運営する際に発生する一切の経費（人件費、食材・飲物類等の仕入れ費用、清掃・防虫防鼠・消毒等の衛生管理に係る費用など）は乙の負担とする。

７　運営収支の帰属
　　　本業務により生じた運営収支は全て乙に帰属し、運営収支の責任は乙が負うものとする。

８　業務従事者の配置
（１）業務責任者
　　　業務従事者のうち、１名を業務責任者として定め、甲へ報告すること。
　　　①　業務責任者は、業務の履行に必要な実務経験を有する者が望ましい。なお、有資格者にあっては、甲へ報告の際、その資格を証する書類の写しと経歴書を添付すること。
　　　②　業務責任者は、業務場所における衛生管理及び業務従事者の労務管理等の責務を負う。
（２）業務従事者
　　　　　業務従事者は、業務責任者が不在のときは業務責任者の代理を担うものとする。
（３）　研修等
　　　①　乙は、業務責任者及び業務従事者に対し積極的に教育研修等を行い、特に初任者に対しては、従事前に十分な研修を実施すること。
　　　②　日常的に朝礼等を行い、食中毒、感染症または人的災害等の未然防止を徹底すること。
　　　③　業務上知り得た秘密は、他に漏らしてはならない。

９　事故報告
　（１）　日常点検等の結果、異常があった場合は速やかに甲に報告し、その指示に従うこと。なお、その内容については、後日書面にて報告すること。
　（２）　その他、業務を履行する上で、突発的な事故等により予定どおり実施できない場合は、速やかに甲へ報告し、その指示に従うこと。なお、その内容については、後日書面にて報告すること。

１０　事故等が発生した場合の負担
（１）　食中毒または感染症が発生した場合には、所管保健所の調査及び指導に基づき、甲と乙双方で協議を行うものとする。なお、その結果、乙の過失により利用者に損害が生じた場合には、誠意を持って賠償の責に任ずること。
（２）　乙の従業員による事故については、乙の責任において処理すること。
（３）　乙の過失により火災等が発生した場合には、乙は誠意を持って賠償の責に任ずること。ただし、その原因等については、公的機関の判断に基づくものとし、乙の負担すべき金額については、甲、乙の双方が協議して決定するものとする。
（４）　乙の過失により販売した商品に不備があった場合は、直ちに甲へ報告し、その指示に従うこと。なお、その内容については、後日速やかに書面にて報告すること。



１１　賠償責任保険の加入	
　　　本業務に起因して、小売店利用者に損害を与え、法律上の損害賠償責任を負う場合の保証のため、賠償責任保険に加入すること。なお、既に本業務も対象である賠償責任保険に加入済みである場合は除く。
　　　乙は、賠償責任保険証の写しを甲に提出すること。

１２　再委託の制限
　　　乙は本業務を他人へ委託すること（再委託）はできない。ただし、本業務の一部については、あらかじめ甲に承認を得て専門業者に委託することができる。

１３　帳簿の保存
　　　本業務の運営に関する諸帳簿及び領収書などの証拠書類は、最低５年間保存するものとする。

１４　その他
　（１）　乙は、本件業務を行うに当たり、関係法令並びに福島県及び川俣町が定めた計画、指針、要綱、通知等を遵守するとともに、善良な管理者の注意をもって、誠実かつ公正に本件業務を履行しなければならない。
　（２）　乙は、契約期間が満了した時もしくは契約期間満了以外の終了時は、自己の費用で、甲が指定する期日までに使用物件を原状に回復した上で返還しなければならない。ただし、甲が特に承認したときはこの限りでない。
　（３）　乙が前項の期日までに原状回復の義務を履行しないときは、甲がこれを行って、その費用を乙の負担とすることができる。この場合、乙は一切異議を申し立てることはできない。
　（４）　契約期間の満了等により、受託者が変更となった場合は、業務が円滑に遂行できるよう、新たな受託者への引き継ぎに協力するものとする。
　（５）　電気及びガス使用量の節減、ごみの減量化等の環境への配慮に最大限努めること。
　（６）　本仕様書に定めるもののほか、生じた疑義については、甲、乙協議の上、決定するものとする。
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